
資
料

４
 

関
東

農
政
局

管
内

国
営

事
業

総
合

技
術
支
援
 

合
同
委
員
会
資
料
 

平
成

30
年

2
月

28
日
 

三
方

原
用
水

二
期

農
業

水
利

事
業
所
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1
.
設
計
位
置

と
検

討
テ

ー
マ
 

 
 

 
設

計
位

置
 

 
 

 
 

 
 

 
※

バ
イ

パ
ス

ト
ン

ネ
ル

の
延
長

は
基
本

設
計
時
点

の
数
値

で
あ
る
。
 

　
検

討
テ
ー
マ

　
１
．
５
号

バ
イ
パ

ス
ト
ン
ネ
ル

下
流

部
坑

口
部

の
設

計
、
施

工
計

画

　
２
．
５
号

バ
イ
パ

ス
ト
ン
ネ
ル

上
流

坑
口

部
の

工
事

用
進

入
路

の
路

線
計

画

下
流
坑
口
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2
.
設
計
概
要
 

 
 

  
2
-1
.導

水
幹
線

水
路

バ
イ

パ
ス

ト
ン

ネ
ル
実

施
設
計
業

務
の
概

要
 

 
 

(
1
) 
水
路
名

：
導

水
幹

線
水

路
 

 
 

(
2
) 
ト
ン

ネ
ル

名
：

５
号

バ
イ

パ
ス
ト
ン

ネ
ル
及
び

６
号
バ

イ
パ
ス
ト

ン
ネ

ル
 

 
 

(
3
) 

設
計
延

長
（

基
本

設
計

時
点

）：
 

①
５

号
バ

イ
パ

ス
ト

ン
ネ
ル

 
L
=
1,
08
0
m、

取
付
水

路
 

L
=
5
8m
 

②
６

号
バ

イ
パ

ス
ト

ン
ネ
ル

 
L
=
 4

43
m
、
取
付

水
路
 

L=
6
8
m 

 
 

(
4
) 

設
計
流

量
：

2
.
70

m
3/

s
 (
冬

期
流
量

 
1
1
月
～

3
月
) 

 
 

(
5
) 

設
計
位

置
（

次
頁

参
照

）
 

 
 

(
6
) 
断
面

：
１

円
弧

ホ
ロ

型
 

2r
=
1
.8

m
 ※

水
理
検
討

結
果
に

基
づ
く
最

小
施

工
断

面
と

し
て

設
計
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2
-2
．
検
討

対
象

と
す

る
５

号
バ

イ
パ

ス
ト
ン

ネ
ル
の
平

面
線
形

図
（
１
／

２
）

検
討
テ

ー
マ

２
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2
-2
．
検
討

対
象

と
す

る
５

号
バ

イ
パ

ス
ト
ン

ネ
ル
の
平

面
線
形

図
（
２
／

２
）

 

 

 

検
討
テ
ー
マ

１
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3
.
現
場
の
特

徴
・

課
題

と
対

応

検
討
テ

ー
マ
１

：
５

号
バ

イ
パ

ス
ト

ン
ネ
ル

の
下
流
部

坑
口
部

の
設
計
、

施
工

方
法

 

 
特
徴

：
無
筋

覆
工

に
必

要
な

土
被

り
が

確
保
で

き
な
い
 

 
希
少

植
物

の
保

護
区

域
が

あ
る
 

 
課
題

：
①
低

土
被

り
で

の
ト

ン
ネ

ル
施

工
方
法
 

②
希

少
植

物
に

影
響

を
与
え
な

い
施
工

計
画

 
―

 ―
 ―

 ―
 ―

 
―

 ―
 ―

 ―
 ―

 
―

 ―
 ―

 ―
 ―

 

1
.土

被
り

3
D
e
未

満
の

ト
ン

ネ
ル

施
工

方
法

2
.左

岸
側
の

植
生

保
護

範
囲

の
開

削
回

避

3
.右

岸
側
の

植
生

保
護

範
囲

の
工

事
用

進
入
路

等
の
回
避

【
植
生
保

護
範

囲
①

の
状

況
】【

植
生
保

護
範
囲

②
の
状
況

】
 

①

②
 

【
絶
滅
危
惧

IB
種
類
】

 

【
準
絶
滅
危
惧
種
】
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対
応

①
 

 鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

覆
工

(D
2
タ
イ

プ
)
の
最
小

土
被

り
1
.
5D

e
を

確
保

 

対
応

②
-1

 ト
ン

ネ
ル

工
法

採
用

に
よ
る

植
生
保

護
範
囲
①

の
非
開

削
化
 

 

 
・

D
2
タ
イ

プ
D
e＝

2
.8

4
m 

(余
掘

り
含

む
掘
削

直
径

) 

・
1
.5

D
e＝

4.
2
6m
 

 

・
下
流
部

ト
ン

ネ
ル

敷
高

＝
E
L8

9
.5

2m
 

・
覆
工
外

縁
標

高
＝

E
L9
1
.5

7
m 

・
土
被

り
1
.
5D
e
が

確
保

で
き

る
地
表

面
の
 

標
高
＝

EL
9
5.

8
3m
＜

現
地

盤
標
高
＝

EL
9
6
.6

9
m 

  
 

 
 

 
                    

※
設

計
基

準
「

水
路

ト
ン
ネ

ル
」
基
準

書
P.

1
7 

←
植
生

保
護
範

囲
①

→
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対

応
②

-
2 

右
岸

側
の

本
線

ト
ン

ネ
ル
下
流

坑
口
右
岸

側
の
工

事
用
進
入

路
等

の
回

避
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検

討
テ

ー
マ
２

：
５

号
バ

イ
パ

ス
ト

ン
ネ
ル

上
流
坑
口

部
の
工

事
用
進
入

路
の

路
線

計
画

 

  
特
徴

：
①
既

存
の

管
理

用
道

路
が
設
置

さ
れ
て

い
る
が
、

幅
員
が

不
十
分
な

上
、

既
設

積
み

ブ
ロ

ッ
ク

擁
壁

へ
の

影
響

が
 

 
 

 
 

 懸
さ

れ
る

。
 

 
 
 

 
②
地

形
的

に
工

事
用

進
入
路
の

設
置
は

導
水
幹
線

水
路
左

岸
側
に
限

定
さ

れ
る

。
 

 
 
 
  

 
 ③

長
石

放
水

口
が

工
事

用
進
入

路
予
定

地
に
埋
設

さ
れ
て

い
る
。
 

 

  
課
題

：
既
設

の
管

理
用

道
路

や
長
石
放

水
口
へ

の
影
響
を

最
小
限

に
と
ど
め

る
工

事
用

進
入

路
の

路
線

計
画

が
必

要
。

 

 上
空
写
真
 

    

長
石
放
水
口
（
B
OX

カ
ル
バ
ー
ト
 
B
2
6
00
×

H2
1
0
0）

 
５
号
バ
イ
パ
ス
 

ト
ン
ネ
ル
 

上
流
坑
口
 

仮
設
ヤ
ー
ド

 

導
水
幹
線

→
 

長
石

大
橋
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対

応
 

 
 

１
案

：
耕

地
を

借
地

し
道

路
を
造

成
し
て

仮
設
ヤ
ー

ド
へ
進

入
す
る
 

 
 

２
案

：
既

設
管

理
用

道
路

を
利
用

（
拡
幅

）
し
て
仮

設
ヤ
ー

ド
へ
進
入

す
る

 

 

 
 

擦
り
付

け
勾
配

が
急

と
な
る
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路

線
計

画
の
検

討
 

・
工

事
用

進
入
路

比
較

表
 

 
第

１
案
 

第
２

案
 

概
要
図

 

 
 

特 徴
 

長 所
 

・
盛

土
量

が
少

な
い

 

・
縦

断
勾

配
が

少
な

く
走

行
性
が
良
い
 

 

・
長
石

放
水

口
横

断
箇

所
は

土
被

り
が

多
く

(H
=
4.

9
m)

構
造
的

に
影

響
が

少
な

い
。

 

・
借
地
が

最
小

限
に

抑
え

ら
れ

る
 

短 所
 

・
長

石
放

水
口

横
断

部
の

対
策
工
法
が

必
要
と

な
る
 

・
借

地
が

必
要

と
な

る
 

  

・
ﾌ
ﾞﾛ

ｯ
ｸ積

み
へ

の
腹

付
け

盛
土

が
生

じ
、
路

体
の

一
体

性
を

確
保

す
る

に
は

ﾌ
ﾞ
ﾛ
ｯ
ｸ
取

り
壊

し
→

段
切

盛

土
、
若

し
く

は
土

留
め

工
が

必
要

 

・
縦
断
勾

配
12

％
程

度
が

必
要

で
走

行
性

が
悪

い
 

施
工
性

 
長

石
放

水
口

へ
の

対
策

工
が

必
要
と
な

る
が

、
積
み

ﾌ
ﾞ

ﾛ
ｯ
ｸの

手
当

が
不

要
な

分
、
施

工
性
は
良

い
 

積
み

ﾌ
ﾞ
ﾛ
ｯ
ｸ
の

撤
去

復
旧

、
若

し
く

は
土

留
め

壁
の

設

置
が
必
要

で
、

施
工

性
に

劣
る

。
 

経
済
性

 
第

２
案

よ
り

安
価

と
想

定
さ

れ
る
。
 

積
み
ﾌ
ﾞ
ﾛｯ
ｸ対

策
、

盛
土

費
用

が
嵩

む
と

想
定

さ
れ

る
 

判
定

 

採
用

 

－
 

※
た

だ
し

長
石

放
水

路
横

断
箇
所
の
対

策
工
法

は
、
構

造
計

算
等

の
照

査
を

前
提

に
、
盛

土
と

仮
設
桟

橋
工
法

と
で

比
較

検
討

す
る

。
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4
.
現
地
調
査

委
員

会
で

の
助

言
事

項
 

 
 

（
５

号
バ

イ
パ
ス

ト
ン

ネ
ル

の
実

施
設

計
に
か

か
る
検
討

）
 

N
o 

助
 言

 事
 項

 等
 

備
 

考
 

1 

仮
設

橋
に
つ
い
て
、
既
設
水
路
に

影
響
が
無

い
構

造
を

検
討
す
る

こ
と

。
 

田
中
委
員
長

 
畔
高
委
員

 
安
井
委
員
 

2 
植

生
保

護
範
囲
に
つ
い
て
は
、
粉

塵
の
影
響

を
受

け
な

い
対
策
を

検
討

し
て

は
ど
う
か
。
 

畔
高
委
員
 

3 
長

石
放

水
口
を
横
断
す
る
箇
所
に

つ
い
て
、

放
水

口
の

構
造
を
確

認
す

る
こ

と
。
 

畔
高
委
員
 

4 
下

流
部

の
坑

口
の

耐
震

解
析

を
行

う
の

で
あ

れ
ば

、
ど

の
よ

う
な

解
析

を
す

る
の

か
明

確
に

し
て

お
い

た
方

が
よ

い
。

ま
た
、
耐
震
性
の
検
討
に
あ

た
っ
て
、

内
陸

活
断

層
型
の
地

震
を

考
慮

し
て
は
ど
う
か
。
 

田
中
委
員
長
 

5 

耐
震

性
の
検
討
を
行
う
箇
所
に
つ

い
て
は
地

盤
定

数
の

Ｃ
・
φ
の

定
義

を
明

確
に
し
た
方
が
よ
い
。
 

田
中
委
員
長

 
畔
高
委
員

 
安
井
委
員
 

6 

地
質

縦
断
図
や
ボ
ー
リ
ン
グ
結
果
が

あ
れ
ば

示
し

て
ほ

し
い

。
ま

た
、
地

盤
の

透
水
性
や
地
下
水
の
状
況
は
ど
の
よ

う
に

な
っ
て
い
る
か
。

 

田
中
委
員
長

 
畔
高
委
員

 
安
井
委
員
 

7 

覆
工

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
つ
い
て
、
骨

材
の
配

合
や

ス
ラ

ン
プ
等
流

動
性

に
つ

い
て
は
、
施
工
性
を
考
慮
に
入
れ
た
検

討
を

し
て
ほ
し
い
。
 

田
中
委
員
長

 
畔
高
委
員

 
安
井
委
員
 

8 
５

号
バ

イ
パ
ス
ト
ン
ネ
ル
上
流
坑
口

部
へ
の

工
事

用
進

入
路
の
線

形
に

つ
い

て
、
最

低
限
の
ダ
ン
プ
走
路
の
確
保
や

2
0t

の
低

床
ト
レ
ー
ラ
ー
が
入
る
こ
と

を
想
定

し
た

検
討

を
行
う
こ

と
。
 

畔
高
委
員

 
安
井
委
員
 

9 

覆
工

内
で
退
避
で
き
る
区
間
を

30
0～

40
0m

に
１

ヶ
所

は
設
け

る
必

要
が

あ
る

。
ま
た
、
坑
口
の
ズ
リ
の
仮
置
き
場

に
お

い
て
、
ピ
ッ
ト
の
深
さ
を
１
日

の
作
業

量
を

考
え

て
計
画
す

る
必

要
が

あ
る
。
ま
た
、
縦
断
勾
配
と
地
質
を
考

慮
し

て
坑
内
の
排
水
に
つ
い
て
も
配

慮
す
る

必
要

が
あ

る
。
 

安
井
委
員
 

1
0 

５
号

ト
ン
ネ
ル
上
流
坑
口
部
付
近
の

排
水
ヒ

ュ
ー

ム
管

に
つ
い
て

、
漏

水
の
可

能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
工
事
に
支

障
が

な
い
よ
う
取
り
扱
い
に
留
意
し

て
ほ
し

い
。
 

石
井
委
員

 
畔
高
委
員

 
安
井
委
員
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参
考
資
料

1
､2
.仮

設
橋

の
構

造
変

更
､切

土
面

の
保
護
 

 
 

 
参

考
資

料
1､
2
.仮

設
橋

の
構

造
変
更

､切
土
面
の

保
護
 

 
・

仮
設
橋

の
桁
受
け
位
置
は
既
設

水
路
の

側
壁

に
影

響
が
な
い

位
置

ま
で

離
す
こ
と
と
す
る
。
 

 
・

粉
塵
対
策
と
し
て
、
切
土
面
を
土
木
安

定
シ

ー
ト

で
防
護
す

る
。
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参
考
資
料

3
.長

石
放
水

口
横

断
部

の
進

入
路

の
構
造
 

 
 

 
参

考
資

料
3.

長
石

放
水

口
横

断
部

の
進
入
路

の
構
造
 

 
長

石
放
水

口
横
断
部
の
構
造
を
確

認
し
、

H=
18
0
0m

m
の

盛
土
荷

重
と

車
輌

荷
重

(T
-2

5)
で
構
造
照
査
し
た
結
果
、
許
容
応
力
度
を
 

満
足

し
た
た
め
、
進
入
路
案
は
第
１
案
と
し

、
横

断
部

の
進
入
路

構
造

は
盛

土
構
造
と
す
る
。
 

           
 

 
 
 
図
－
 
長
石
放
水
口
配

筋
図

(A
､B

の
交

互
配

筋
）
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

         
 

 
図
 
配
筋
説
明
図

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
図
 
盛
土
構
造
図
 

表
－

 
構
造
照
査
結
果
（
許
容
応
力
度
を
全
て
満
足
す
る
）
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参
考
資
料

4
.三

方
原
用

水
二

期
地

区
の

ト
ン

ネ
ル
の
耐
震
解
析
の
考
え
方
 

 
 

 
参

考
資

料
4-
1
.概

要
 

 
H2

2
年

度
三
方
原
用
水
二
期
地
区
大

規
模
地

震
対

策
検

討
委
員
会

に
お

い
て

耐
震
照
査
及
び
解
析
の
手
法
に
つ
い
て
検
討
、
承
認

 

さ
れ

て
い
る
。
 

・
耐

震
照
査

準
拠
基
準
：
土
地
改
良
施
設
耐

震
設

計
の

手
引
き
」

(平
成

13
年

2
月
) 
 

・
耐

震
照
査
の
実
施
と
保
有
す
べ
き
耐
震
性

能
(ト

ン
ネ
ル

) 
 

構
造
区
分

 
地
中
構
造
物

 
構

造
種
別

 
ト
ン
ネ
ル

 
重
要
度

 
B
種

 
A
種

 
目
標
と
す
る
構
造
物
の

耐
震
性
能

 
健
全
性
を
損
な
わ
な
い

 
健
全
性
を
損
な
わ
な
い

 
致
命
的
な
損
傷
を

 
防
止
す
る

 

耐
震
設
計
で

 
考
慮
す
る
地
震
動

 
レ

ベ
ル

1 
レ
ベ
ル

1 
レ
ベ
ル

2 
〔
東
海
・
東
南
海
・
南
海

 
３
連
動
地
震
〕

 
耐
震

設
計
法
に

 
用
い

る
算
定
式

 
地
盤
変
位
振
幅

 
地
盤
変
位
振
幅

 
地
盤
変
位
振
幅

 

耐
震
設
計
法

 
応
答
変
位
法

 
及
び
震
度
法

 
応
答
変
位
法

 
及
び
震
度
法

 
応
答
変
位
法

 
及
び
震
度
法

 
照
査
法

 
許
容
応
力
度
法

 
許
容
応
力
度
法

 
限
界
状
態
設
計

法
 

備
 

 
 
考

 
 

 
 

 ・
レ

ベ
ル
２

地
震
動
 

 
対

象
地
震
動
：
東
海
・
東
南
海
・
南
海
３

連
動

地
震

（
大
規
模

地
震

、
海

溝
型
、
発
生
確
率
大
）
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
海
溝
型
→
タ
イ
プ
Ⅰ

地
震

動
：

プ
レ
ー
ト

境
界

型
 

 
と
す
る

。
 

タ
イ
プ

Ⅱ
地

震
動
：
内

陸
直

下
型

 

 
 

 

■
委
員
会
構
成
メ
ン
バ
ー

氏
名

所
属
・
役
職

委
員
長

長
谷
川
　
高
士

京
都
大
学
　
名
誉
教
授

杉
戸
　
真
太

岐
阜
大
学
　
理
事
・
副
学
長

竹
内
　
睦
雄

早
稲
田
大
学
　
非
常
勤
講
師

－
静
岡
県
西
部
農
林
事
務
所

－
静
岡
県
交
通
基
盤
部
農
地
局

－
静
岡
県
企
業
局

－
静
岡
県
企
業
局
西
部
事
務
所

－
浜
松
市
農
林
水
産
部

－
浜
松
市
上
下
水
道
部

－
浜
松
土
地
改
良
区

※
所
属
・
役
職
は
H
2
2
年
1
0
月
時
点

委
員

ｵ
ﾌ
ﾞｻ
ﾞｰ
ﾊ
ﾞｰ
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参

考
資

料
4-
2
.想

定
地

震
動

 

・
東

海
・
東

南
海
・
南
海
３
連
動
地

震
 

 
 

 
 震

源
は

以
下
の
２
ケ
ー
ス
を
想
定
 

 
 

 
 

ca
se
1：

東
南
海
地
震
震
源
域
の
西

端
か

ら
東

西
へ
断
層

破
壊

が
進

行
 

 
 

 
 

ca
se
2：

南
海
地
震
震
源
域
の
西
端

か
ら

東
へ

断
層
破
壊

が
進

行
 

                  
 

 
図
 

検
討
施
設
と
東
海
・
東
南
海
・

南
海

３
連

動
地
震
の

震
源

域
 

※
震
源
域

と
震
度
マ
ッ
プ
は
、
中
央
防
災
会
議
の
「
東
南
海
、
南
海
地
震
等
に
関
す
る
専
門
調
査
会
」
 

(第
14

回
)よ

り
引
用

 
    

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
図
 
震
源
の
設
定
ケ
ー
ス
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参

考
資

料
4-
3
.耐

震
照

査
位

置
の
設

計
地
震

力
の
算
定

方
法
 

 
 

 
設
計

地
震
動

(レ
ベ
ル
２
)は

、
「
東
海

・
東

南
海

・
南
海
連

動
型

地
震

」
の
地
震

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
と
震
源
と
の
距
離
か
ら
工
学
的
 

基
盤

(V
s
=5
0
0m
/
s
相
当
層
)上

の
加
速

度
を
予

測
す

る
「

強
地
震
動

の
統

計
的

予
測
モ
デ
ル
(E
M
PR
)」

に
よ
り
、
各
地
点
の
基
盤
面
加
 

速
度

波
形
を
算
出
す
る
。
そ
の
結
果
よ
り

、「
一

次
元
地

震
応
答
解

析
(F
D
EL
)」

を
用
い
、
構
造
物
地
点
の
地
表
最
大
加
速
度
や
地
中
 

の
地

盤
変
位
波
形
等
の
地
震
動
を
算
定
し
、

震
度

法
で

用
い
る
設

計
水

平
震

度
や
応
答
変
位
法
に
用
い
る
変
位
を
算
定
す
る
。
 

                    
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
図
 
レ
ベ
ル
２
地
震
動
設
定
 
概
略
図
 

 

②
入
力
地

震
波
の
設

定
：

強
地

震
動
の
統
計
的
予
測
モ
デ
ル
(
E
M
PR
) 

  

①
震
源
の

設
定
 

【
東
海
・

東
南
海
・

南
海

３
連

動
地
震
】
 

 
 

・
c
a
s
e1
：
東
南
海
地
震
震
源
域
の
西
端
か
ら
東
西
へ
断
層
破
壊
が
進
行
 

 
 
・
c
a
s
e2
：
南
海
地
震
震
源
域
の
西
端
か
ら
東
へ
断
層
破
壊
が
進
行
 

③
耐
震
照

査
位
置
の
基
盤
面
の
地
震
波
形
の
算
出
 

【
計
算
条
件
】
 

 
 

・
耐

震
照

査
位

置
と

震
源
(
c
a
se
1
､
ca
s
e
2)
の
距
離
 

 
 

・
耐

震
照

査
位

置
の
基
盤

面
の
Ｖ
s 

 
 
 
 

基
盤

面
の
Ｖ
s
に
応

じ
振
幅

補
正
す
る
。
 

 
 
 
 

 
補

正
率
 
Ａ
＝
(5
0
0
/
V
s)

0
.
6
 

④
耐
震
照

査
位
置
の
地
表
面
か
ら
基
盤
面
ま
で
の
、
地
盤
各
層
の
加
速
度
、
速
度
、
変

位
、
ひ
ず
み
の
算
出
 

・
計

算
モ
デ
ル
：
一
次
元
地
震
応
答
解
析
(
F
D
EL
) 

・
計
算
条
件
 
：
各
地
盤

の
層

厚
、
単
位
体
積
重
量
、
Ｖ
s 

・
計
算
間
隔
 
：
0
.
02

秒
毎
 

⑤
耐
震
照

査
構
造
物
の
設
計
地
震
力
(
地
盤
変
位
、
地
盤
ば
ね
値
、
慣
性
力
)の

算
出
 

①
強

地
震
動
統
計
的
予
測
モ
デ
ル
 
E
M
P
R 

 
（

E
a
r
t
hq
u
a
k
e
 M
o
t
i
o
n 
Pr
e
d
i
c
t
i
o
n 
Ⅱ
 
R
ev
i
s
e
d
 M
o
d
e
l
）
 

 
本
モ
デ
ル

は
兵
庫
県
南
部
地
震
及
び
そ
れ
以
降
の
震
源
近
傍
で
の
加
速
度
記

録
を
加
え
て
、
基
礎
と
な
る
強
震
動
記
録
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
設
定
し
て
お
り
、

断
層
近
傍
で
も
精
度
の
高
い
予
測
が
で
き
る
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
。
 

 ②
地

震
応
答
解
析
プ
ロ
グ
ラ
ム
 
F
D
E
L 

（
F
r
e
q
u
e
nc
y
-
D
e
pe
n
d
e
n
t 
E
q
u
i
v
a
l
e
nt
 
L
i
n
ea
r
i
z
a
ti
o
n
 
T
e
c
h
n
iq
u
e
）
 

 
E
M
PR

に
よ
っ
て
工
学
的
基
盤
の
地
震
波
を
予
測
し
た
後
、
構
造
物
な
ど
が
あ

る
地
表
面
や
構
造
物
位
置
の
地
震
（
加
速
度
や
変
位
な
ど
）
を
求
め
る
解
析
が

F
D
E
L
で
あ
る
。
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参

考
資

料
4-
4
.二

次
元

フ
レ

ー
ム
解

析
 

解
析

モ
デ
ル

：
二
次
元
フ
レ
ー
ム
解

析
 

荷
重

条
件
 

：
下
図

 
              

ト
ン

ネ
ル
覆
工
は
無
筋
構
造
物
で
あ
り
、

限
界

状
態

設
計
法
で

照
査

で
き

な
い
た
め
、
部
材
に
発
生
す
る

縁
応
力
が
、

 
限

界
値

（
圧
縮
応
力
、
引
張
応
力
）
以
下
で

あ
れ

ば
、

耐
震
性
能

を
有

す
る

と
判
断
す
る
。

 
   

各
ト

ン
ネ
ル
（
１
～
６
号
）
に
お
け
る
解

析
結

果
よ

り
、
ト
ン

ネ
ル

天
端

の
地
盤
が
Ｖ

s≧
40

0m
/s
な
ら
ば
耐
震
性
能
を
有
す
る
。

 
Ｖ

s＜
40

0m
/s
の
箇
所
を
補
強
す
る

。
 

 結
 

論
 

○
ト
ン
ネ
ル

耐
震

照
査

時
の

作
用

荷
重

①
自

重
①

慣
性

力
(自

重
＋

動
水

圧
)

②
内

水
圧

②
地

盤
変

位
に
よ
る
水

平
荷

重
(構

造
物

下
端

と
の

相
対

変
位

)

③
内

水
重

③
周

面
せ

ん
断

力

常
時

荷
重

地
震

時
の

増
加

荷
重
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参

考
資

料
4-
5
.活

断
層

に
つ

い
て

(J
-
S
HI

S
よ
り

) 

 
・

三
方
原

用
水
二
期
地
区
の
施
設

の
近
傍

に
は

活
断

層
が
な
く

、
同

地
区

は
海
溝
型
地
震
の
発
生
区
域
と
な
っ
て
い
る
。
 

 
・

19
2
3
年
以
降
、
同
地
区
で
は

震
度
４
が

１
回

観
測

（
20
09

/8
/1
1、

気
象

庁
震
度
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
さ
れ
て
い
る
の
み
で
 

 
 

導
水
幹
線
は
大
き
な
地
震
を
受
け
て
い

な
い

施
設

で
あ
る
。

 

      

  

   

導
水
幹
線

 

活
断
層

 
活
断
層

 

5
号
ﾄ
ﾝﾈ
ﾙ 
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参
考
資
料

5
.設

計
地
盤

定
数
 

 
 

 
1
-2

.５
バ
イ

パ
ス

ト
ン

ネ
ル

の
概

要
 

 
 

(
3
) 
地
形
・

地
質

 

 
 

ト
ン
ネ
ル
周

辺
の
地

形
は
、
天
竜

川
西

側
の

山
地

と
三
方
原

台
地

と
の

間
に
位
置
す
る
丘
陵
地
帯
（
細
谷
丘
陵
地
と
呼
ば
れ
る
）

 
で

あ
る

。
当
丘
陵
地
は
開
析
が
進

み
、
標
高

10
0～

15
0m

の
尾
根

高
度

を
有

し
、
や
や
起
伏
に
富
ん
だ
緩
傾
斜
を
な
す
。

 
ト

ン
ネ

ル
周
辺
の
地
質

は
高
位

段
丘

堆
積
物

の
礫

質
土

が
主
体
を

成
し

て
い

る
。
一
部
で
固
結
度
の
高
い
火
山
灰
層
（
固
結
粘
性
土
）

や
薄

い
砂
層
が
介
在
す
る
。

 

 
 

 
※

設
計
用
地
盤
定
数
は
基
準
書

及
び
Ｎ

値
か

ら
推

定
し
た
も

の
で

あ
り

、
粘
性
土
は
「
非
圧
密
非
排
水
状
態
」
を
、
 

 
 
 

砂
・
砂
礫
層
は
「
圧
密
排
水

状
態
」

を
想

定
し

て
い
る
。
 

既
設
ト
ン
ネ
ル
該
当
土
質
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参
考
資
料

6
.５

号
バ
イ

パ
ス

ト
ン

ネ
ル

の
地

下
水
位
に
つ
い
て
 

 
 

 
参

考
資

料
6-
1
.５

バ
イ

パ
ス

ト
ン

ネ
ル
の
地

下
水
位
に

つ
い
て
 

 
 

次
ペ
ー

ジ
以
降
に
導
水
幹
線
５
号
ト
ン

ネ
ル

の
地

質
想
定
縦

断
図

を
示

す
。
 

 
 

 
・
地

下
水
位
の
想
定
線
と
し
て
ボ
ー

リ
ン

グ
終

了
時
の
孔

内
水

位
を

結
ん
だ
線

を
記
載
し
た
。
 

 
 

 
・
孔
内
水
位
の
観
測
日
を
ボ
ー
リ
ン

グ
位

置
に

記
載
し
た

。
観

測
時

期
は

7/
30
～
1
1/
9
間
で
あ
る
。（

年
度
は

H2
2～

H2
9
年
度
）
 

  
 

以
下
の

理
由
に
よ
り
、
バ
イ
パ
ス
ト
ン

ネ
ル

掘
削

位
置
に
は

ト
ン

ネ
ル

施
工
に
支

障
と
 

 
な

る
地
下

水
は
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る

。
 

 
 

①
ボ
ー

リ
ン
グ
の
削
孔
長
が
ト
ン
ネ
ル

位
置

よ
り

も
浅
い
時

の
孔

内
水

位
は
高
く

、
ト
 

 
 

 
ン
ネ

ル
付
近
ま
で
削
孔
し
た
場
合
は

ト
ン

ネ
ル

付
近
の
孔

内
水

位
と

な
っ
て
い

る
。
 

 
 

 
上
流

部
は
ト
ン
ネ
ル
上
部
に
固
結
粘

性
土

・
火

山
灰
層
の

記
載

が
な

い
が
、
ボ

ー
リ
 

 
 

 
ン

グ
H2
5-
7
､H
2
5-
8
で
は
、
ト
ン
ネ
ル

よ
り

上
部
に

層
厚

1.
2～

2.
0
m
の

粘
性

土
層
 

 
 

 
が
あ

り
、
こ
の
層
に
よ
り
孔
内
水
位

が
高

く
な

っ
た
と
考

え
ら

れ
る

。
 

 
 

 
下
流

部
は
ト
ン
ネ
ル
上
部
に
固
結
粘

性
土

・
火

山
灰
層
が

あ
り

、
こ

の
層
に
よ

り
孔
 

 
 

 
内
水

位
が
高
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
 

 
 

②
ボ
ー

リ
ン
グ

H2
9-
2
の
ト
ン
ネ
ル

位
置

で
湧

水
圧

試
験
を
実

施
し

た
が

平
衡
水
位

は
 

 
 

 
確
認

で
き
な
か
っ
た
。
 

      
 

③
H2
9
年

1
1／

16
に
５
号
ト
ン
ネ
ル

内
部

を
踏

査
し

た
結
果
、

バ
レ

ル
目

地
か
ら
に
じ
 

 
 

 
み
が

確
認
さ
れ
た
の
は
全

12
5
箇
所

中
で

２
箇

所
の
み
で

あ
っ

た
。
 

 
 

④
前
歴

事
業
で
の
５
号
ト
ン
ネ
ル
の
施

工
時

は
湧

水
が
な
く

施
工

で
き

て
い
る
。

 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
（
農
業
土
木
学
会
誌

19
78

年
5
月
）
 

  

④
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参

考
資

料
6-
2
.５

号
ト

ン
ネ

ル
地
質

想
定
縦

断
図

(1
/4

)
  

 

 
  粘

性
土
層
、
層
厚

1.
2m

 
粘
性
土
層
、
層
厚

2.
0m

 

拡
大
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参

考
資

料
6-
2
.５

号
ト

ン
ネ

ル
地

質
想
定
縦

断
図

(2
/4

) 
 

 
 

拡
大
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参

考
資

料
6-
2
.５

号
ト

ン
ネ

ル
地

質
想
定
縦

断
図

(3
/4

) 
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参

考
資

料
6-
2
.５

号
ト

ン
ネ

ル
地

質
想
定
縦

断
図

(4
/4

) 
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参
考
資
料

7
.覆

工
コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
配

合
 

 
 

 
参

考
資

料
7.

覆
工

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
配
合
 

 
覆

工
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
配
合
に
つ

い
て
は

、
土

地
改

良
事
業
計

画
設

計
基

準
「
水
路
ト
ン
ネ
ル
」
P2
54
～
P2

55
に
以
下
の
よ
う
に
 

示
さ

れ
て
い
る
。
 

  
・

使
用
材

料
及
び
配
合
設
計
に
用

い
る
標

準
条

件
は

、
原
則
と

し
て

土
木

学
会
制
定
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
標
準
示
方
書
に
準
拠
す
る
 

 
 

も
の
と
し
、
配
合
例
は
以
下
と
す
る
。

 

 

  
   

※
水

路
ト

ン
ネ
ル
の
１
日
当
た
り

の
コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設
量
は

、
多

い
場

合
 

 
 

で
も

50
m3

程
度
で
あ
る
た
め

、
生
コ
ン

ク
リ

ー
ト

使
用
を
原

則
と

す
る

が
、
工
事
着
手
前
に
製
造
者
名
・
製
造
設
備
・
 

 
 

運
搬
距
離
及
び
配
合
基
準
に
基
づ
く
示

方
配

合
等

を
承
諾
事

項
と

す
る

。
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参
考
資
料

8
.進

入
路
の

線
形
 

 
 

 
参

考
資

料
8.

進
入

路
の

線
形

 

 
５

号
バ
イ

パ
ス
ト
ン
ネ
ル
上
流
坑

口
部
へ

の
工

事
用

進
入
道
路

は
、

10
t
ダ

ン
プ

は
通
過
可
能
で
あ
る
。
 

2
0t

低
床

ト
レ
ー
ラ
ー
は
盛
土
を
行
い

、
ス
イ

ッ
チ

バ
ッ

ク
で
通
過

す
る

こ
と

と
す
る
。
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参
考
資
料

1
0.
ヒ
ュ

ー
ム

管
へ

の
対

処
 

 
 

 
参

考
資

料
10
.ヒ

ュ
ー

ム
管

へ
の

対
処
 

 
５

号
バ
イ

パ
ス
ト
ン
ネ
ル
工
事
中

の
ヒ
ュ

ー
ム

管
か

ら
の
排
水

は
、

バ
イ

パ
ス
ト
ン
ネ
ル
坑
口
付
近
で
ヒ
ュ
ー
ム
管
を
付
け
替
え
、
 

排
水

路
も
一
部
を
切
り
回
す
こ
と
と
す
る
。
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平
成

2
9
年

度
関

東
農

政
局

管
内

国
営

事
業

総
合

技
術

支
援

業
務

と
り

ま
と

め

資
料

5
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【
那

珂
川

沿
岸

地
区

】

検
討

テ
ー

マ
①

：
藤

井
川

に
架

設
す

る
仮

設
進
⼊

路
に

つ
い

て
の

課
題

現
地

調
査

委
員

会
で

の
ご

助
言

と
対

応
方

針
○

左
岸

側
の

仮
桟

橋
す

り
つ

け
部

に
お

い
て

、
桟

橋
に

影
響

の
な

い
土

留
め

工
法

、
盛

土
方

法
を

検
討

し
て

は
ど

う
か

。
→

浮
⼒

に
対

す
る

安
全

性
が

確
認

で
き

た
発

泡
ｽ
ﾁ
ﾛ
ｰ
ﾙ
土

木
工

法
（

E
P
S
工

法
）

を
採

用
す

る
こ

と
と

し
た

。
○

土
質

調
査

結
果

の
デ

ー
タ

数
が

少
な

い
の

で
、

那
珂

川
地

区
の

他
の

工
事

の
土

質
調

査
結

果
等

を
参

照
し

て
は

ど
う

か
。

→
A
c
層

の
デ

ー
タ

数
を

追
加

（
ﾎ
ﾞ
ｰ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
２

→
４

箇
所

）
し

て
統

計
処

理
を
⾏

っ
た

。
○

河
積

の
阻

害
率

を
満

足
す

る
範

囲
で

仮
設

桟
橋

の
ス

パ
ン

、
材

料
を

再
検

討
し

て
は

ど
う

か
。

→
阻

害
率

・
経

済
性

か
ら

3
径

間
→

4
径

間
に

改
め

た
。

○
Ｈ

型
鋼

引
抜

き
後

の
処

理
を

セ
メ

ン
ト

ミ
ル

ク
以

外
の

ベ
ン

ト
ナ

イ
ト

や
砂

充
填

で
も

検
討

し
て

は
ど

う
か

。
→

セ
メ

ン
ト

・
ベ

ン
ト

ナ
イ

ト
混

合
材

を
引

抜
き

後
の

穴
埋

め
に

用
い

る
。

よ
り

経
済

的
な

仮
設

桟
橋

の
施

工
計

画
案

の
策

定
１
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【
那

珂
川

沿
岸

地
区

】

検
討

テ
ー

マ
②

：
斜

面
工

に
関

す
る

課
題

工
事

着
手

後
に

発
見

さ
れ

う
る

課
題

を
前

も
っ

て
抽

出

現
地

調
査

委
員

会
で

の
ご

助
言

と
対

応
方

針
○

掘
削

が
深

い
箇

所
の

法
勾

配
は

、
土

質
に

合
わ

せ
て

検
討

し
て

は
ど

う
か

。
→

「
設

計
基

準
（

パ
イ

プ
ラ

イ
ン

p
5
2
8
）

」
に

準
拠

し
、

掘
削

法
勾

配
を

決
定

す
る

。
○

イ
ン

ク
ラ

イ
ン

の
レ

ー
ル

敷
設

に
⽤

い
る

、
枕
⽊

の
固

定
⽅

法
及

び
転

倒
に

関
す

る
検

討
を

し
て

は
ど

う
か

。
→

経
済
⽐

較
を
⾏

っ
た

結
果

、
⼤

型
モ

ノ
レ

ー
ル

が
安

価
と

な
っ

た
こ

と
か

ら
、

斜
⾯

部
の

運
搬
⽅

法
を

ｲ
ﾝ
ｸ
ﾗ
ｲ
ﾝ
→

ﾓ
ﾉ
ﾚ
ｰ
ﾙ
に
⾒

直
す

こ
と

と
し

た
。

２
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【
三

方
原

用
水

二
期

地
区

】

検
討

テ
ー

マ
①

：
５

号
ト

ン
ネ

ル
下

流
坑

口
部

に
関

す
る

課
題

現
地

調
査

委
員

会
で

の
ご

助
言

と
対

応
方

針
○

仮
設

橋
に

つ
い

て
、

既
設

水
路

に
影

響
が

無
い

構
造

を
検

討
す

る
こ

と
。

→
既

設
水

路
の

側
壁

の
影

響
外

ま
で

仮
設

橋
の

支
点

を
離

す
構

造
と

し
た

。
○

植
生

保
護

範
囲

に
つ

い
て

は
、

粉
塵

の
影

響
を

受
け

な
い

対
策

を
検

討
し

て
は

ど
う

か
。

→
切

土
面

を
土

木
安

定
シ

ー
ト

で
防

護
す

る
こ

と
と

し
た

。

経
験

に
基

づ
き

、
発

生
が

予
測

さ
れ

る
リ

ス
ク

の
抽

出

３
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【
三

方
原

用
水

二
期

地
区

】

検
討

テ
ー

マ
②

：
５

号
ト

ン
ネ

ル
上

流
坑

口
部

に
関

す
る

課
題

及
び

そ
の

他

現
地

調
査

委
員

会
で

の
ご

助
言

と
対

応
方

針
○

長
石

放
水

口
を

横
断

す
る

箇
所

に
つ

い
て

、
放

水
口

の
構

造
を

確
認

す
る

こ
と

。
→

前
歴

事
業

の
図

面
か

ら
構

造
を

確
認

し
盛

土
及

び
車

輌
荷

重
に

耐
え

る
事

を
確

認
し

た
。

○
５

号
バ

イ
パ

ス
ト

ン
ネ

ル
上

流
坑

口
部

へ
の

工
事

用
進

入
路

の
線

形
に

つ
い

て
、

最
低

限
の

ダ
ン

プ
走

路
の

確
保

や
2
0
tの

低
床

ト
レ

ー
ラ

ー
が

入
る

こ
と

を
想

定
し

た
検

討
を

行
う

こ
と

。
→

現
況

は
1
0
tダ

ン
プ

は
進

入
可

能
で

あ
る

が
、

2
0
t低

床
ト

レ
ー

ラ
の

通
過

は
不

可
能

で
あ

る
。

進
入

路
に

盛
土

を
追

加
し

、
2
0
t低

床
ト

レ
ー

ラ
を

ス
イ

ッ
チ

バ
ッ

ク
で

通
過

さ
せ

る
。

工
事

着
手

後
に

発
見

さ
れ

う
る

課
題

を
前

も
っ

て
抽

出

４
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◆
異

な
る

視
点

か
ら

現
場

を
実

際
に

見
て

頂
く

こ
と

に
よ

り
、

検
討

す
べ

き
課

題
や

解
決

方
法

が
示

さ
れ

た
。

◆
経

験
や

実
績

に
裏

付
け

ら
れ

た
意

見
を

頂
き

、
今

後
の

検
討

に
お

け
る

指
針

と
な

っ
た

。

◆
検

討
上

の
不

安
点

や
不

明
点

解
消

の
た

め
の

方
針

が
示

さ
れ

、
よ

り
良

い
検

討
を

行
う

こ
と

が
可

能
と

な
っ

た
。

〇
本

業
務

で
の

成
果

（
ま

と
め

）

５
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